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1 Khafraデコーダとは

Khafra は筑波大学 自然言語処理 on the Web 研究室で開発したフレーズベース統計

的機械翻訳デコーダです。[Zens and Ney 2008] にて提案された、「動的計画法とマルチ

スタックビームサーチ法を組み合わせた手法」を用いて翻訳文の探索を行います。これ

により、KhafraではMoses[Koehn et al. 2007]より遥かに高速な翻訳を行うことができ

ます。

2 インストール

2.1 各種ツールのインストール

Khafra を使用するために以下のものを用意します。各ツールのインストール方法はそ

れぞれのマニュアルに従ってください。

Moses 入手先 http://www.statmt.org/moses/

SRI Language Modeling Toolkit 入手先 http://www.speech.sri.com/projects/srilm

GIZA++,mkcls 入手先 http://code.google.com/p/giza-pp/

C++コンパイラ
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2.1.1 Khafraデコーダのインストール

Khafraデコーダをダウンロードします。� �
% wget http://www.nlp.mibel.cs.tsukuba.ac.jp/khafra/khafra v*.**.tgz

� �
ダウンロードしたファイルを展開します。� �
% tar -zxvf khafra v*.**.tgz

� �
展開されたディレクトリ khafra v*.**に移動します。� �
% cd khafra v*.**

� �
khafra v*.**内にあるMakefileを以下のように書き換えます。� �
% vi Makefile� １行目：SRILM=“SRI LMをインストールしたディレクトリへの絶対パス”� ３行目：SRILM LIB DIR=$SRILM/lib***への絶対パス（***は環境により

異なる）
� �
khafra v*.**ディレクトリ直下で、makeコマンド（引数なし）を実行します。� �
% make

� �
makeにより./bin/khafraが作成されればインストール完了です。� �
% ls bin

khafra <—-これが表示されればインストール完了
� �

3 モデルの学習とチューニング

SRI Language Model Toolkitと Moses を使用して学習した言語モデル、フレーズ翻

訳モデル、語順並べ替えモデル (msd-bidirectional-fe) を用意します。チューニングには

Mosesを使用して下さい。
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4 サンプルデータ

4.1 テキストデータ

khafra/sample/text/以下にはサンプル用のテキストデータが入っています。

train.{ab,12} 翻訳モデル学習用の１万文の対訳文。

train lm.12 言語モデル学習用の言語 12にの文。train.12と同じ。

dev.{ab,12} パラメータのチューニング用の対訳文。trainの最初の 1000文。

test.{ab,12} テスト用の対訳 10文。学習データとの重複はない。

サンプルテキストは、単語 “a”と単語 “b”からなる言語 abと、単語 “1”と単語 “2”か

らなる言語 12との対訳データとなっています。なお、言語 abと言語 12は、単語 “a”と

単語 “1”、単語 “b”と単語 “2”がそれぞれ対応してます。また、言語 12は単語 “2”の後

に単語 “1”が出現することはないという特徴を持ちます。train.{ab,12}の内容は、以下

のようになっています。

train.ab� �
b a b a b b a b b a b b a b a a a a a

a b b b a b b b b a a b a

a b a b b a b a a b b a b a a a a b b

・・・

� �
train.12� �
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2

1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2

・・・

� �
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4.2 モデルと設定ファイル

khafra/sample/modelには、サンプルデータ train.{ab,12}および train lm.12から学

習した、以下のファイルが含まれています。

lm.12 言語モデル

phrase-table 　フレーズ翻訳モデル

reordering-table 　語順並べ替えモデル

moses.ini dev.{ab,12}に対してチューニング済みのパラメータを含む設定ファイル

5 Khafraの実行

5.1 実行に際しての注意事項

Khafraは、Moses で使用するものと同じフォーマットのモデル・設定ファイルを利用

して翻訳を行います。翻訳に必要なファイルは、以下のとおりです。� 言語モデル� フレーズ翻訳モデル� 語順並べ替えモデル� 設定ファイル
なお、フレーズ翻訳モデルと語順並べ替えモデルのファイルが圧縮されている場合は、必

ずファイルを展開してください。また、設定ファイルに記述されている各モデルへのパス

は、「絶対パス」もしくは「khafra実行時のカレントディレクトリからの相対パス」に変

更してください。

5.2 サンプルデータを用いた実行例

サンプルモデルと設定ファイルを使用し、サンプルテキスト test.abを翻訳する場合を

説明します。まず、khafraのインストールディレクトリへ移動します。� �
% cd ******/khafra v*.**

� �
以下のコマンドを実行します。
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� �$ bin/khafra -f sample/model/moses.ini < sample/text/test.ab > test.tlt

-f sample/model/moses.ini 設定ファイルにサンプル用の設定ファイルを指定

-i sample/text/test.ab サンプルテキストの test.abを翻訳

� �
翻訳結果が test.tltに出力されます。なお、正解データは test.ab.refです。

test.ab� �
a a b a b b b b b

a b a b b b a b b b

b b b a b a a b a a a

・・・

� �
test.ab.ref� �
1 1 1 2 2 2 2 2 2

1 1 1 2 2 2 2 2 2 2

1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2

・・・

� �

6 オプション引数 一覧

オプション 引数 説明

-beam-threshold(-b) 閾値 (default:10−5) threshold pruningのための閾値を指定

-config(-f) 設定ファイルへのパス 設定ファイル (iniファイル)を指定

-input(-i) 原言語ファイル 翻訳したいテキストファイルを指定

-stack(-s) ビーム幅 (default:200) cardinality stackのビーム幅を指定

-ttable-limit(-ttl) フレーズ数 (default:20) 同じ原言語フレーズに対して考慮する

目的言語フレーズ候補の最大数を指定

-verbose(-v) レベル (default:0) 出力の詳細レベル (0～ 3)を指定

-use-future-dist-cost – futureスコアに最小歪みコスト (見積り)を加算
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